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私たちの生活に欠かせない音とそれを処理する聴覚に係る研究を、音響工学と聴覚科学の
観点から進めています。
私たちは、音を「ことば」を伝えるのに利用するとともに、身のまわりの状況の判断や注意喚
起に利用したり、音を楽しんだり、音に悩まされたりしています。しかし、音を扱う人間の聴覚
情報処理の仕組みは未だにベールに隠されたままです。わからないことが多く残る音を聴く
仕組みを解明しながら、音を操る新しい技術を創り出していくのがねらいです。

音は物理的な現象ですが、聴覚という神経生理システムで処理され、心理的な表象を生
み出すという多面性を持っています。本研究室は、私たちの生活や様々な産業と密接に
かかわりあう音の物理的、神経生理的、心理的側面を総合的に把握して、それを応用す
ることに取り組んでいます。
例えば、頭部の動きが立体音の聴こえ方に深く関与することを明らかにし、ヘッドホン
を通じて臨場感あふれる立体音場を再生する動的バイノーラルシステム　や、あたかも
そこに居るかのように遠く離れた場所の音を立体的に聴くことができるテレイグジスタ
ンス・ロボット（モバイル・テレヘッド）などを開発しています。
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